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オオヨシキリによるモンシロチョウの捕食
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捕食者としての鳥類と被捕食者としての昆虫の関係は，おおまかには知られているが，捕

食される側の種など細部についての記録は少なく，蝶の捕食が記録される事例も同様に少な

い（津吹・上田2001)．著者らは1999年６月に，オオヨシキリＡＣﾉ℃c"〃α姑α'w”加ａｃａｆｓ

がモンシロチョウｐｊｾ応？”αｅおよび不明のシジミチョウを巣内ヒナに給餌したところを観

察した．必ずしも資料として充分なものではないが，鳥類による蝶の捕食例として報告する．

調査は愛知県一宮市の北部田園地帯（35.20'Ｎ，136.48'E）で，1999年６月29日，７月１

日，２日の３日間の午前中に行なった．オオヨシキリの繁殖しているアシ原は，休耕田と休

耕地およびこれらに接して流れる用水の中にあり，田園地帯の中に孤立して分布していた．

調査を行ったアシ原全体の大きさは約800,2で，田圃２面ほどの大きさであった．また，田園

地帯の中にはところどころに耕作地があり，サトイモやネギ，トウモロコシ，キャベツなど

の作物が作られていた．

筆者等は以下の２つの方法で１巣の育雛中であったオオヨシキリの巣を観察し，親鳥が食

物を運んだ回数と，運ばれてきた食物の種類をできる限り分析した．(1)巣の近くに小型のブ

ラインドを張って巣を撮影し，同時に観察した食物を記録した．(2)巣の近くにビデオカメラ

（CanonXL-1）を置き，撮影者を置かずに２日間に撮影した延べ３時間のビデオを分析し

て，食物を運んだ回数と食物の種類を特定した．なお，小さな昆虫類や，飛来から給餌まで

が早すぎて食物の種類が判別できなかったものは「不明」として記録した．

調査を行なった巣は，用水の中にあったアシを利用して作られており，巣の下には水が流

れていた．水面から巣までの高さは約1.5ｍであった．巣から約１ｍ離れてアシ原の縁があ

り，食物を持った親鳥はアシ原の茎から茎を伝いながら巣へ接近した．親鳥の性別は不明で

あったが，雄はずっとﾛ韓り続けて巣に近寄っておらず，雌が１羽で育雛していると判断した．

オオヨシキリは一夫多妻で，雄は１羽目の雌の雛には給餌するが，２羽目以降にはたいてい

は給餌しないので(Uranol990)，一夫多妻の２羽目以降の雌を観察した可能性が高いと考え

られた．

表１に，３日間の観察結果を記した．６月29日の記録では1.5時間のビデオ撮影のあいだに

23回の食物が運ばれたが，少なくともモンシロチョウの成虫は運ばれなかった．７月１日の

記録では１時間25分のあいだに16回の食物が運ばれ，そのうちモンシロチョウの成虫が２回
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表１．オオヨシキリがヒナに給餌した食物内容

Table１．FoodcontentsdeliveredtonestlingofaGreatReedWarbler‘
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例１．ヒナにモンシロチョウを与えるオオオヨシキリ

Fig.１．AparentGreatReedWaI･blergivesaCabbageWhiteButterflytonestlings
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（図１），幼虫と思われるものが２回あった．７月２１皇lには１時間のあいだに29Ｍの食物が運

ばれ，そのうちモンシロチョウの成虫が２回，不明シジミチョウが１１則述ばれた．チョウ１１

の幼虫の捕喚はそれらしいものはあったが，ビデオから識別することができなかった．なお，

７月211の観察''1にヒナの１羽が巣立ち，観察後にも２羽が巣立った．巣内のヒナは４羽で､，

残る１羽も翌Ｈには巣のrlIにいなかった．

親はモンシロチョウの成虫や小型の蛾を，通をつけたままで幼虫のI]のrl1に入れた．不明

と判断したものの多くは，クモ，チョウ目の幼虫などの可能性が高く，チョウ類の成虫やト

ンボなどは含まれなかった.なお,チョウ以外の食物では,シオカラトンボＯﾉ'/ﾉｌ１ｇﾉﾉ7"〃α/６１isＡ'/""z

WciiOs?”２と不明のサナエトンボ類Ｇｏ刀ゆ〃i血ｅが確認でき，バッタの多くはオンブバッタ

Ａｊｍｃ/0”07ｶﾙα如如と思われた．
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アシ原の外から観察すると，オオヨシキリはアシ原を出て，多くは田圃の上を低く飛んで

耕作地などへ食物を採取しに出掛けていた．食物の捕獲方法はｌ例の観察のみだが，サツマ

イモ耕作地の中に入ったオオヨシキリは地表で採食しており，距離があったので細部の観察

はできなかったが，少なくともこの時の捕獲方法はフライキャッチではなかった．

オオヨシキリはモンシロチョウの成虫をどのように捕らえているのだろうか．オオヨシキ

リはモンシロチョウの成虫も運び，幼虫も運んでいることから，モンシロチョウの食草であ

るキャベツ畑でも採餌していると思われ，そこで成虫を捕らえていると思われる．ただし，

成虫をフライキャッチしているか，休んでいるものを捕らえているかの判断はできなかった．

しかし，３回の調査で一番多く運ばれていた食物はバッタで，この事から調査地のオオヨシ

キリが主に草の上を含めた地上で採食を多く行なっていることが予想された．また，バッタ

を巣に運ぶ際は何度かバッタが続けて運ばれ，モンシロチョウが運ばれる際も，成虫と幼虫

を含めると，それらは連続して運ばれてきた．この事は，オオヨシキリが食物に対して探索

像（Tinbergenl960）を形成し，同じ場所に続けて通うだろうことを暗示している．
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ThefoodcontentsdeliveredtoanestlingofaGreatReedWarblerAc7℃c"〃αﾉﾉ心のw"”Ｉα“ﾉ総

wereobservedfromJune29toJuly2inAichiprefecture,centralJapanTheparentsmainly

deliveredgrasshoppers（44.7％）andcaterpillars（31.9％，ノＶ＝47)．Weobservedthewarbler

deliveringadultbutterflies5times（１０．６％)．
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